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●点鐘         会長 中田 学 
●ロータリーソング 
         それでこそロータリー 
●四つのテスト 
●会長挨拶       会長 中田 学 
こんにちは！ 会長の時

間です。 

３月になりまして、先月

は、「平和と紛争予防、紛争

解決」月間でしたが、今月

は、「水と衛生」月間です。 

安全な水と衛生設備の

利用は、すべての人が持つ

べき権利なのに、汚染水で

病気になる人や命を落とす人が後を絶ちません。 

そして、未来を担うはずの子どもたちは、水汲みな

どの労働によって学校に通えず、つらい境遇を強

いられています。 

この問題に対して、国際ロータリーとロータリー

財団は、ユニセフが推進する「WASH プロジェク

ト」というプロジェクト、ＷＡは water（ウオータ

ー）（水）、Ｓは sanitation（サニテーション）（事象

的な衛生状態）、Ｈは hygiene（ハイジーン）（概念

的な衛生状態）ですが、わかりやすく wash「洗う」

とした、このプロジェクトに、2013 年から、100

カ国余りで実施されている 1,000 件以上の投資を

しています。 

財団からの補助金やロータリークラブの募金活動

で得た資金を元に、世界各地のロータリー会員が、

浄水、衛生教育、仮設トイレの建設、廃棄物管理を

支援し、家庭と学校の水・衛生設備を改善し、加え

て、現地での教員研修や教育カリキュラムの作成

を行い、子ども（特に女子）への教育を改善してい

ます。 

ユニセフの報告書によれば、2020年、世界では、 

① 20 億人が、安全に管理された飲み水を使用

できない。 

このうち、1億 2,200万人は、湖や河川、用水路な

どの未処理の地表水を使用している。 

② 36 億人が、安全に管理された衛生施設（ト

イレ）を使用できない。 

このうち 4 億 9,400 万人は、家や近所に利用でき

るトイレがなく、道ばたや草むらなど、屋外で用を

足す、屋外排泄を行っている。 

③ 23 億人が、石けんや水が備わった基本的な

手洗い設備が自宅にない環境で暮らしている。 

今回の新型コロナウイルス感染症によって、適切

な手指衛生をすべての人が行えるようにすること

が、緊急の課題として浮き彫りになりましたが、パ

ンデミックの発生時点では、世界の 10人に 3人は、

自宅で石けんと水を使って手を洗うことができま

せんでした。 

そして、2030年までに、世界人口の 81％は自宅で

安全な飲料水を利用できるようになる一方、16 億

人は取り残される。 

安全なトイレを利用できるようになるのは 67％に

留まり、28億人が取り残される。 

基本的な手洗い設備を利用できるようになるのは

78％のみで、19 億人が取り残されるというふうに

予測はされています。 

国連は、SDG‘Ｓで、2030年までに、この問題をす

べて解決しよういう目標を NO.６で掲げています。 

今、自治体や多くの企業が、この SDG‘Sにコミッ

トし、目標を共有していますが、ロータリーは、ず

いぶん前から、この問題を認識し、取り組みを進め

てきています。 

例えば、平塚湘南ロータリークラブでは、フィリピ

ンで井戸を掘る事業をされていますし、２６３０

地区も、グローバル補助金事業で、タイのクラビで、

3 つの学校に浄水設備を設置する事業をやられて

います。 

日本は完璧になっているので、全くピンとこない

◆会長  中田 学   ◆幹事  二木 公太郎   ◆会報委員長 西 美紀  ◆会報担当 足立 常孝 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1310 回 

56 名 56 名 42 名 ----- 75.00％ 

前々回 

1308 回 
56 名 56 名 37 名 5 名 75.00％ 
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かもしれませんが、この機会に、まずは、一個人、

一会員として、この「水と衛生」問題の理解を深め、

コミットしていただけることを期待するところで

す。 

本日の例会は、会報・雑誌委員会、西委員長にご担

当いただき、ロータリーの友について、いろいろ掘

り下げていただきます。どうぞよろしくお願いし

ます。 

最後になりますが、高山市内、コロナ、随分落ち着

きを見せてきました。最近は、日中と夜の寒暖差が

結構きついです。まだまだ気を緩めず、体調管理に

お努めいただくことをお願いして会長の時間とし

ます。ありがとうございました。 

●幹事報告     幹事 二木 公太郎 

◎ＲＩ本部より 

  ・ザ・ロータリアン誌 

◎国際ロータリー第 2630地区

ガバナー事務所より 

  ・ＲＩ会長杯ワールドゴ

ルフ大会のお知らせ 

  ・財団室ニュース 3月号 

  ・バギオだより 

＊トルコ地震災害義援金 

41,100円 振り込みました。 

●会報/雑誌委員会   委員長 西 美紀 
ロータリーの友について、ま

たか？ではありますが、昨今

新入会員さんが多数入会さ

れている事を踏まえ簡単に

ご紹介させていただきます。 

ご承知のように ロータリ

ーの三大義務は、例会の出

席、会費の納入そして、ロー

タリーの友の購読です。 

ロータリーの友は 日本におけるロータリーの季

刊雑誌で、今年一月創刊 70周年を迎えました。Ｒ

Ｉの認可を受けて発刊されている日本のロータリ

ーの地域雑誌として、『友』はロータリアンがロー

タリーライフを深めたり、ＲＩとの繋がりを実感

できるロータリアンのための機関・情報誌です。そ

して日本におけるロータリアン相互の緊密性の維

持と情報共有を目的としており、内容も多岐にわ

たっています。 

内容としては 

1.巻頭→ＲＩの指定記事、ロータリーの特別月

間の関連記事、特集 

2ロータリーアットワーク（ロータリークラブの

活動紹介）、地区大会略報、ＮＥＷ ＧＥＮＥＲＡ

ＴＩＯＮ （米山奨学生やローターアクターによ

る記事） →地区やクラブの活動紹介 

3 友愛ひろば（ロータリアン個人からの投稿）、

うちの子（ペット紹介）、声（３か月前の記事を読

んでの感想）、 

4.私の一冊→心に残った本の紹介（ジャンルに

関わらない幅広い視点のチョイス）   

5.卓話の泉（クラブの会報、週報に掲載の卓話の

中から選んで要約・掲載 

6.この人を訪ねて（ロータリアンや、ロータリー

クラブの記念講演のスピーチなど紹介）、おいしい

生活のためのヒント（お正月→お雑煮、発酵食品で

みそ醤油、季節などから話題をチョイス）  

7.俳壇・柳壇・歌壇、パズルでロータリー など

です。2013 年より電子媒体発刊し、2022 年から、

印刷版、電子版を選択して購読可能となり、創刊号

からすべてバックナンバー閲覧可能で検索機能も

充実しています。電子版を閲覧希望の場合は事務

局にご連絡ください。 

以下は『友』の記事紹介です。 

1.ロータリーの友９月号 P18-19 テキスト検索

機能紹介 

2.ロータリーの友 2023 年１月号 P30-39 バッ

クナンバーでたどる友 70年 

興味を持って読んだ記事 

3.ロータリーの友 2023 年２月号 P7-17 創刊７

０周年特別企画 

AFP 通信所属 主にアフリカで活躍する報道写真

家、千葉康由『１枚の写真を前に人々は何を感じ考

えるか』 

自身の撮った写真 抗議する少年 スーダンの独

裁政権がクーデターで崩壊し民主化求め民衆の抗

議デモを治安部隊が強制排除し、１００人以上犠

牲になりました。電気通信が奪われた暗闇の中抗

議の詩を歌う少年と集会の参加者を撮影したもの

です。 

その他千葉氏は、ウクライナ、エチオピア、ルワン

ダなど紛争地域に入り取材・撮影活動を行い、報道

写真の役割と意味について自身の思いを紹介して

います。 

2023年２月号 友愛の広場 P59-60 『会員の俳句・

短歌・川柳で盛り上がる例会』 

コロナ禍での例会をもりあげようと提案し、理事

会で承認を受け、クラブで俳句などを募集。 

例会直前に会員より作品が届き、例会で紹介し、ク

ラブ週報で作品を掲載している。 

季節感のある俳句、作者の微妙は心情を現した短

歌、時節の話題を捉えた川柳に、会場は盛り上がり、

例会の雰囲気が和みます。ついには会員の作品を

一冊にまとめて創刊するに至った記事が掲載され

ていたのでご紹介しました。 

私は毎月『友』の俳壇・歌壇・柳壇を楽しみに読ん

でいます。唐突ではありますが、 

今回実施のアンケートに例会の俳句募集と紹介に

ついて皆様のご意見をお聞きする項目を入れさせ
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ていただきました。 

以上、ご清聴ありがとうございました。 

お配りしたアンケートにご協力お願い申し上げま

す。 

 

 

 ＜会員誕生日＞ 

 堀口 裕之   Ｓ４１年 ３月 ９日 

 渡辺 修治   Ｓ２６年 ３月１２日 

 長瀬 栄二郎  Ｓ４９年 ３月１３日 

 久々野 国良  Ｓ２３年 ３月１９日 

 岩本 正樹   Ｓ３５年 ３月２１日 

 海老沢 玲子       ３月２３日 

 

 ＜夫人誕生日＞ 

 中田 学    康予   ３月 ３日 

 大原 誠    朋子   ３月 ６日 

 剱田 廣喜   恵子   ３月１３日 

 久々野 国良  光枝   ３月１４日 

 高原 清人   美奈子  ３月１５日 

 仲谷 政美   幸子   ３月２０日 

 小出 貴博   幸子   ３月２０日 

 三枝 祥一   敏江   ３月２８日 

 

 ＜結婚記念日＞ 

 今井 哲也   Ｈ１４年 ３月 １日 

 住  裕治   Ｈ２６年 ３月 ７日 

 井ノ下雄志   Ｈ１８年 ３月 ９日 

 小出 貴博   Ｈ１３年 ３月１０日 

 大保木 正博  Ｓ５８年 ３月１３日 

 三枝 祥一   Ｓ５４年 ３月２６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本日、次年度委員会構成表をお配りさせて頂 

 きました。次年度一年、よろしくお願い申し上 

 げます。           岩本 正樹 

 妻の誕生日にお花をありがとうございました。 

 とても喜んでいました。     中田 学 

 久しぶりの出席です。また、しばらく欠席が続 

 くと思いますがお願いします。先日は、妻の誕 

 生日に花束ありがとうございました。 

                渡辺 甚一 

 今月は、私と家内が同じ誕生月の為、伊藤薬局 

 さんより最強の効果の発揮できる何かがもら 

 えるとの事。楽しみにしています。 

               久々野 国良 

 先月の事、妻の誕生日に花のプレゼント。 

  喜んでいました。ありがとうございました。 

                中田 一男 

 

＜3月のお祝い＞ 

＜ニコニコ BOX＞ 


